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 「ビンジーのポプラ」における嘆きのスタイル 
 山田　泰広 
 Abstract 
 G.M. Hopkins’s “Binsey Poplars” is a lament written on the occasion of  
being shocked upon seeing that all the aspens that used to line the river Thames 
had been felled. They had been familiar to the poet since his university days. A 
lament is a poem expressing great sadness for somebody who has died or for 
something that has ended, and this poem expresses the poet’s deep sorrow for 
the dear aspens which had disappeared due to the felling and for our inability to 
know what we do when we “hew or delve,” because by so doing we might mar 
the “sweet especial rural scene.” The poet transforms the expressive action of  
lamenting into a work of  art. In this paper, the style of  lamenting in “Binsey 
Poplars” is analyzed.
The following are what I noted on analyzing the style: first, the reason for 
the lamentation in lines 1―8 and the characteristics of  the expression in that part; 
second, the role of  information on the aspens given there; third, the ingenuity 
of  the rhythm there; fourth, the role which that part plays in the whole work; 
and finally, the reason and expression of  the lamentation in lines 9―24. In short, 
our attention centers on the relations between the contents and the expressions, 
between the two parts of  the work, and between each part and the whole. We 
can find the characteristics of  this lament of  Hopkins’s especially in those 
relations. 
 1　はじめに 
 1878 年 9 月 23 日司祭に叙階されたホプキンズ（Gerard Manley Hopkins, 
1844―89）は，ダービーシャーとランカシャーでの教職，ロンドンの教会で
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の助任司祭職を経て，同年 12 月にオックスフォード，セントアロイジオ教
会（The Oxford Oratory Church of  St Aloysius Gonzaga）の助任司祭に赴任し
た。34 歳であった。教会は彼が 1863‐65 年在学したベイリオル学寮（Balliol 
College）のすぐ近くにあった。青春を過ごした，馴染み深い土地で働くこと
になったのである。その喜びを，グラマ ・ースクール時代の恩師であり，オッ
クスフォード大学出身の詩友ディクソン（Richard Watson Dixon,1833―1900）
に宛てた書簡でこう書いている。
私は再び住居を変えて母校に帰ってきました。そしてもう遠くまで行かな
くても「二本ずつ並んだ小さな頭の柳の木」や，オックスフォードの魅力であ
る，薄墨の学び舎と緑の風景，－緑は既に少なくなり，汚されていて，たぶん
ほどなくすっかり無くなってしまうでしょうが－それに「愛の慰め」と「待つ
こと」に歌われたワイタムやゴッドストウの景色を目にすることができます1）。
この書簡の日付は赴任して 2 か月ほど経った 1879 年 2 月 27 日である。
それから半月経った 3月 13 日付でこんな記述がある。
今日の午後ゴッドストウへ行ってきました。残念なことに川沿いのポプラ
の並木が一本残らず切り倒されていました2）。
「今日の午後」とは1879年3月13日の午後である。ゴッドストウ（Godstow）
とはオックスフォードの中心から北西へ約 2.5 マイル（4km）行ったテムズ
川沿いにあり，宗教改革で廃墟となった僧院がある。近くにはルイス・キャ
ロル（Lewis Carroll）ことオックスフォード大学の数学者チャールズ・ドジ
ソン（Charles Lutwidge Dodgson, 1832―98）が『不思議の国のアリス』（Alice’s 
Adventures in Wonderland）の元になった話を学寮長の娘たちに聞かせながら舟遊
びを楽しんだ所縁の場所もある。そこからテムズ川に沿って右岸の歩道を南
下したところにポプラの並木があった。（現在その跡に新たにポプラが植え
られている。下の写真は 1979 年に筆者が撮影したもの）その並木のポプラ
が一本残らず切り倒されたことを報告する記述である。その辺りはオックス
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フォード大学の学生が舟遊びや散策でよ
く訪れる場所で、ポプラ並木はホプキン
ズとディクソンにとってもなじみのもの
であった。それゆえ、その並木が全部伐
採されたという出来事はホプキンズには
大事件で、同じように驚くはずのディク
ソンに報告しようと、わざわざ書簡で言
及しているわけである。対岸には広々と
したポートメドウ（Port Meadow）の緑
地が広がり、歩道のあるテムズ川沿いに
はポプラの並木が続く眺めを楽しみにし
て訪れたホプキンズがそこで目にしたの
はポプラが消えて特徴を失った眺めであった。「残念です」というのが、ホ
プキンズがディクソンに述べた感想である。
この出来事をモチーフとして一篇の詩が書かれた。「ビンジーのポプラ」
（‘Binsey Poplars’）というタイトルの小品である。タイトルには「1897 年に切
り倒された」という添え書きが付いている。「ビンジー」はそのポプラ並木
があった村の名前である。村の名前を冠し，年号の入った添え書きを付ける
ことで，その並木が架空のものではなく，伐採が実際に起きた出来事である
ことを明示している。この詩の手書き原稿の 1枚には 1879 年 3 月 13 日の
日付が書き込まれているので，散歩の途中で伐採に気づいたその日のうちに
作品の執筆に取り掛かっていることが分かる。ホプキンズの詩心を刺激する
に足る出来事であった。
完成した原稿に ‘Oxford, March 1879’ と書き込みがあることから詩は 3月
中には出来上がっていたことが分かる3）。  4 月 9 日友人ブリジッズ宛ての葉
書では「書き写す時間が取れ次第，ソネット「ダンス・スコータスのオック
スフォード」（‘Duns Scotus’s Oxford’）と抒情的な小品「ビンジーのポプラ」
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を送ります」と述べていて，この時点で既に詩が完成していたことが分かる4）。
書き写された作品はそれから 2週間後の書簡に同封されてブリッジズに送ら
れている5）。
2　テキストと韻律形式
まず，上述の手書き原稿の形態にできるだけ合わせた「ビンジーのポプラ」
のテキストに強勢のある母音に記号（ ´ ）を付けて全文を紹介しよう。
Binsey Populars
  felled 1879
My áspens déar, whose áiry cáges quélled,
Quélled or quénched in léaves the léaping sún,
Áll félled, félled, are áll félled; 
Of  a frésh and fóllowing fólded ránk
Not spáred, not óne
That dándled a sándalled
Shádow that swám or sánk
On méadow and ríver and wínd-wándering weed-wínding bánk.
Ó if  wé but knéw whát we dó
Whén we délve or héw―
Háck and ráck the grówing gréen! 
Since cóuntry ís so ténder
To tóuch, her béing só slénder,
That, líke this sléek and séeing báll
But a príck will máke no éye at áll,
Whére we, éven whére we méan
To ménd her we énd her,
Whén we héw or délve: 
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Áfter-cómers cánnot gúess the béauty béen.
Tén or twélve, ónly tén or twélve
Strókes of  hávoc únsélve
The swéet espécial scéne,
Rúral scéne, a rúral scéne,
Swéet espécial rúral scéne.6）
テキストを一瞥したところで，その形式について説明しよう。見て分かる
ように，「ビンジーのポプラ」は，1 行分の空白を間に挟んで，8 行ある前
半と 16 行ある後半で構成された 24 行の韻文である。すなわち，前半と後
半で行数が大きく異なり，後半は前半の倍の行がある。見たところ前半がポ
プラ，後半が川面に映る影のようで，図形詩（calligram）のような形態をし
ている。1行の長さは一定せず，各行の詩脚数は順に前半が 5，5，5，4，2，
2，3，6，後半が 5，3，4，3，4，4，4，4，2，3，6，5，4，3，4，4となり，
2から 6の間で変化する。
押韻形式は，前半が ABACBDC で行末に対応する語のない D を除いて 3
種類，後半が EEFGGHHFGIFIIFFF で 5 種類の脚韻が使われている。前半
6行目の行末にある ‘sandalled’（D）は脚韻を踏まない代わりに同じ行内にあ
る ‘dandled’ と押韻している。いわゆる行内韻（internal rhyme）である。後半
9行目にも ‘mend her’ – ‘end her’ の行内韻があるが，この ‘end her’ は 4行目の
‘tender’，5行目の ‘slender’ とは脚韻を踏む。なお，結びの 3行の行末はいず
れも ‘scene’ という語で終わっているので，厳密には押韻ではなく，同じ語
の反復である。
一見すると，ソネットのような厳格な形式を好むホプキンズにしては珍し
く制約の緩やかな韻律形式で書いているように思われるが，詳細に吟味する
と，意味内容に合わせた，なかなか凝った形式であることが分かる。前半は
冒頭の 3 行と残りの 5 行がセミコロンで区切られているが，どちらの部分
でも頭の行の末尾にある語と最後の行の末尾にある語が押韻している。すな
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わち，‘quelled’ – ‘felled’ と ‘rank’ –‘bank’ の組み合わせである。これらの組み合
わせで興味深いのは，前者は動詞同士，後者は名詞同士という同じ品詞の組
み合わせになっている点である。
後半における同様の工夫で興味深いのは，意味の大きな切れ目となる冒頭
の 11 行目，19 行目，それに末尾の行である 24 行目が押韻している点にある。
すなわち，‘green’，‘been’，‘scene’ の 3語が［í:n］という音を共有するとともに，
いずれもが意味の区切りを示す休止の間（ま）のすぐ前にあって核強勢を受
ける重要な位置にある7）。 さらに ‘green’ は ‘growing’，‘been’ は ‘beauty’，‘scene’
は ‘sweet especial rural’ と頭韻を踏み，それらの組み合わせが表す意味がこの
詩において重要であることを示唆している。
もう一点，形式の観点から見て，さらに注目すべきは，詩の結びとなる最
後の文（20―24 行）で目的語となる名詞 ‘scene’ が最後の 3行の行末および 23
行目の行間で合計 4 回繰り返されていることである。‘green’，‘been’ と押韻
する ‘scene’ が結びの部分で 4 回繰り返されるのは，美的表出効果のためと
考えられる。この反復によりその［sí:n］という音の印象が記憶に残る。強
く引き伸ばされた長い母音［í:］と鼻腔の共鳴を伴う語尾の子音［n］の組み
合わせは，静かに深く心に染み入るような印象を残す。主観を表現する詩の
結びとして効果的な工夫である。抒情詩には一般的に連形式の場合には各連
の終わりの部分，連形式でない場合には作品の終わりの部分に，リフレーン
（refrain）と呼ばれる同一語句の反復，あるいはいくらかの変化をつけた語
句の並置が見られるが，「ビンジーのポプラ」の結びでは同一語句のフレー
ズをそのまま繰り返すのではなく，名詞 ‘scene’ の修飾語句を変えた形のリ
フレーンが見られる8）。この工夫により，作品の抒情的印象あるいは歌の結
びのような印象が強められる。
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3　嘆きの理由とその表現
先に引用した 3月 13 日付けの記述において「川沿いのポプラ並木が一本
残らず切り倒されたのは残念です」とあったように，ホプキンズが詩を書く
動機となったのは，散歩で馴染みの場所に行ってみたら，川沿いに聳えてい
たポプラの木が全部伐採されて，並木がすっかり無くなっていたのを見た時
の心理的衝撃である。この体験を基にしてホプキンズは一篇の哀歌を書いた。
それが「ビンジーのポプラ」である。哀歌は深い悲しみを歌った詩歌であり，
「嘆き」という表出行動を詩に昇華したものである。
では，人はどのような状況に陥った時に嘆くのであろうか。この詩におい
て表出行動を引き起こす状況を分析してみよう。人が嘆くのは，主観的にと
りわけ悲しい経験をした時である。その出来事が特別に悲しい理由は，その
人がその出来事のせいでそれまでの幸福を味わえない状況に陥り，しかもこ
の先，その状況を変えられないという判断から無力感を覚えて，大きな精神
的打撃を受けているからである。整理すると，（1）それまでその人にとって
望ましい状況があった。（2）しかし，ある出来事のせいで状況が暗転した。（3）
その新しい状況下では元の望ましい状況には戻れない。人がこのような状況
認識と判断を持つ時，深い悲しみが込み上げてきて，それが表に出ると嘆き
になるのである。例えば，親しい者，愛する者との別れ，特に永遠の別れで
ある死という出来事は人を激しく嘆かせる。その者と関わる幸福な時間が絶
たれてしまった状況に陥った人は，かつての幸福の度合いに応じて深さの異
なる悲しみを味わい，悲しみがとりわけ深い場合には嘆きという表出行動を
するのである。
「ビンジーのポプラ」の場合，悲しい出来事とは馴染みのポプラ並木が一
本残らず伐採されてしまったことである。これを表現したのが以下の部分
（3―5 行目）である。
山田泰広
90
All felled, felled, are all felled; 
Of  a fresh and following folded rank
Not spared, not one
書簡で ‘the aspens... are everyone felled’ と書いている部分は詩では ‘My aspens 
dear... All felled, felled, are all felled.’ となっている。‘the aspens’ の代わりに ‘My 
aspens dear，’ ‘everyone’ の代わりに ‘all’ が 2 度，‘felled’ が一つではなく 3 度繰
り返されている点に書簡の記述との違いがある。伐採されたポプラが自分に
とって親しい特別な存在であったことが詩の冒頭の ‘My aspens dear’ という表
現から分かる。書簡では ‘the aspens’ と書かれていて，自分にとって特別なポ
プラであることは特に強調されていない。しかし，特別気に入って親しんで
きたものだけに実際にはショックは大きいのである。‘felled’ については，詩
の場合，‘They are felled, felled’ と繰り返しが 2 回の推敲もあるが，いずれに
せよ，‘felled’ が反復されている点では共通しており，詩人が反復をこの詩の
表現において欠かせない工夫と考えていたことが分かる9）。この繰り返しに
よって，事実を淡々と述べるのではなく，詩人がその語の意味－（剪定され
た程度ではなく）切り倒されてしまった－を強調し，その意味と結びついた
強い感情を露わにしながら述べるという表現の特徴が明らかになる。その語
の意味と結びついた感情とはポプラが残らず切り倒されてしまった状態への
「驚き」を伴った「悲哀」という否定的感情である。親しい存在の突然の受
難を嘆く調子がこの 1行から読み取れる。書簡では「残念です」と感情の直
接的露出を抑えた調子で語っているが，実際の現場における心の状態，反応
はもっと情緒的で，興奮の度合いが高いものであったことが表現から読み取
れる。上の文章のスタイルはその状態を鮮やかに伝えている。この一行こそ
作品の核となる個人的感情が最も直接的に言語化したもので，その強く深い
個人的な感情が要請した形式の言語表現の核である。
詩人を言語コミュニケーションにおける発信者とする視点から見ると，詩
人は，ある情報を発信しようとする時，何が伝えたい重要な情報かを受信者
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に気づかせるために表現において様々な工夫をする。重要な情報を担う語句
を繰り返し使うのはその工夫の一種である。先ほどの表現で ‘all’ と ‘felled’ が
一行の中で連続的に繰り返されることで，詩人が伝えたい重要な情報はそ
の二つの語が表す内容－（1，2 本ではなく）すべて，（剪定程度ではなく）
切り倒されてしまった－であると私たちは気づく。さらに 4―5 行目で ‘Of  a 
fresh and following folded rank / Not spared, not one’ と分詞構文で畳みかけ，「並
木のポプラは全く残っていない」という事実の情報を詩人は核となる情報と
して伝えようとする。私たちは同時に動詞の受動態 ‘felled’ と副詞 ‘all’ 示す現
実が個人的感情を刺激した理由であることにも気づく。
4　添えられた情報の役割
詩人の経験した驚きと深い悲しみが 3―5 行目の反復的表現に表出されて
いることはこれまでの考察から明らかになったが，では前半 8行の残りの部
分，1―2 行目と 6―8 行目はそれぞれ 3―5 行目とどのような関係にあるのだろ
うか。
1行目は 3行目の主語でもある ‘My aspens dear’ で始まり，その後に非制限
用法の関係代名詞 ‘whose’ に導かれる節が 2行目の終わりまで続く10）。その
内容は，話題の主であるポプラの並木が伐採される前にはどのようであった
かという過去の事実の情報である。この部分では，1―2 行目に ‘quelled’ の連
続的繰り返しがある。これによって，この一節の中心的情報は過去形の動詞
‘quelled’ が示す事実であることに私たちは気づかされる。すなわち，「飛び跳
ねる陽光を葉の中で鎮めたり消したりした」ポプラの働きに情報の中心が
あって，その働きはそこを訪れた詩人にとって夏の強い陽射しを遮ってくれ
る好ましい働きであった。並木がそういう役に立つ存在であったという情報
は，「一本残らず切り倒された」という情報の前に置かれると，その非制限
用法の関係代名詞節は「そういう存在であったのに」という意味を帯びて，
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一本も残っていないという状況に対して詩人が深く悲しみ，憤りを覚えるの
も無理はないと私たちに思わせる。すなわち，嘆きの正当性を裏付ける情報
となる。
前半の残りの部分 6―8 行目は，5行目の「一本も無くなったポプラ」を先
行詞とした制限用法の関係代名詞節である。従って，それがどんなポプラで
あったかを説明する内容である。伐採される前にはポプラが太陽と風の影響
でその影を牧草地と川と川の土手の上で浮き沈みさせて「あやした」という
過去の事実が述べられている。ポプラが詩人に提供してくれたのは，時を忘
れて快い気分で眺められた長閑な光景であった。従って，この情報も「一本
残らず切り倒された」という情報の後に置かれて，1―2 行目と同じように，
詩人の嘆きの正当性を裏付ける役割を担っていると言える。
5　前半におけるリズムの工夫
これまで前半 8 行を三つのパート（1―2 行，3―5 行，6―8 行）に分けてそ
の相互関係を論じてきた。文法的観点から見ると，主節の述部である 3行目
に前半の情報内容の中心があり，前後に添えられた従属節の情報内容は主節
の情報をより特殊なものにする詳細情報であることは明らかである。ここで
は別の観点から中心となる部分とそれ以外の部分の表現における著しい違い
を指摘しておく。
その違いはリズムの違いである。1―2 行目の韻律をホプキンズ方式で分析
してみると，1行目は弱音節 1つと強音節から成る弱強格（iambus）の詩脚が
規則的に 5つ続く弱強 5歩格（iambic pentameter），2行目は頭に強勢のある単
音節詩脚（monosyllable）があり，それに弱強格の詩脚が四つ続いている11）。 
行の変わり目で行末休止（end-pause）が生じてリズムが変わるが，行の途中
では規則的なリズムが大きく変わることはなく，リズム進行は滑らかである。
これに対して 3行目の韻律を分析してみると，単音節詩脚が三つ続いた後，
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弱強格の詩脚が一つ，最後に単音節詩脚が一つあり，二つの重要な語 ‘all’ と
‘felled’ はすべて強勢を受けるため，リズムは複雑な動きをする。さらに，こ
の行には強勢のある一つ目と二つ目の ‘felled’ の間に代償休止（compensatory 
caesura）と呼ばれる行内休止が起こり，リズム進行がサスペンスの状態になっ
て，強くて深い感情を表出する効果を生んでいる12）。冒頭の 2行と比べて著
しく変化に富んだリズム進行である。規則的で滑らかだったリズムは 3行目
で突然重要な一語一語に時間をかけて力を込める情緒的な調子へと変わる。
この変化は先行するリズムと調子において対照的で表現上著しく目立つ。
残る 5行の韻律は，ほとんどが弱強格か弱々強格（anapest）で，最後の行
の ‘wandering’ の ‘wan-’ だけが強勢のある単音節詩脚である。従って，リズム
の調子は3行目と異なり再び滑らかになる。このようにリズムの観点からも，
情報内容の中心となる部分とそうでない部分は明瞭に区別されていて，中心
部分は強い感情の表出に適したリズムになっていることが分かる。
6　作品全体における前半の役割
以上述べたように，前半部分は馴染みのポプラ並木が一本残らず切り倒さ
れて並木が無くなっていたという事実を述べて，それを知った詩人の驚きと
残念な気持ちを伝えるのを表現の中心としていた。それを前後から挟む形で，
深い悲哀を覚える理由となる，ポプラに関する過去の事実の情報が添えられ
ている。では，この前半で述べられている情報は作品全体においてはどのよ
うな役割を果たしているのだろうか。
前半では詩人の意識の焦点は伐採されたポプラに当てられている。これに
対して後半の 16 行では意識の対象は伐採する側である人間となる。後半で
詩人は，人が自然のものに手を加えることで，それと気づかずに「美しい特
別な田園風景」を特徴のないものに変えてしまうのを嘆いている。前半で取
り上げられている伐採されたポプラは詩人にとって昔から「美しく特別な田
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園風景」に欠かせない存在であった。それを全部切ってしまったのは，それ
が風景美の破壊であることを知らなかった人々である。後半では，詩人はそ
のような愚かなことをする人間に焦点を当てて，思いを述べる。従って，前
半は後半で述べられる思いを詩人から引き出す契機となる体験の叙述と言う
ことができる。具体的な目撃体験を契機として反省による一般的認識へと進
む展開である。A. マイズナーの言うように，それがホプキンズの抒情詩が
持つ構造上の特質である13）。
7　後半における嘆きの理由と表現
嘆きの詩において詩人が意識を伐採された特定のポプラから人へと向ける
時，私たち読者はふつう詩人が後半部分で意識するのはそのポプラを伐採し
た人々だろうと予想する。ところが，この詩の後半部分で詩人が意識するの
は，その予想を裏切って「私たち」（‘we’）である。その中にはその人々も含
まれるが，詩人自身，さらには詩の読者も含まれることになる。対象となる
範囲が広くて漠然としている。仮にこれを「彼ら」（‘they’）や「あなた方」（‘you’）
にしたら，この嘆きの詩は実際に伐採を行った人々を咎める内容となるだろ
う。この場合，伐採は詩人にとって自分とは関係のない他人事で，彼はそれ
を批判して非難する立場でものを言うことになる。ホプキンズはそういうも
のの言い方を抑制したのだろう。なぜなら，ビンジーで起きたポプラの伐採
事件は一回的な特殊な出来事ではなくて，「美しい特別な田園風景を知らず
に壊している伐採や穴掘り」の一例で，自分たちも行っていることだからで
ある。そう考えると，主語は一人称複数形となる。つまり詩人はこの特定の
事件を鏡として自分たちのやっていることを反省する態度で後半部分を書い
ていると言える。従って，詩人が嘆いているのは自分たちのしている愚かな
行為についてである。
その後半部は，感嘆詞 ‘O’ で始まる。感嘆詞は感動や応答，呼びかけを表
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す語で，その語だけで感情を表現できる。嘆きという表出行動では悲しみは
叫びやため息という形で音声化される。9行目冒頭の ‘O’ は強勢が置かれて，
強い息で発音され，その音の強さで感情の強さを表現できる。この語に続い
て ‘if ’ で始まる仮定法過去の条件節があって，満たされることのない願望を
表現している。後半冒頭で嘆きのため息が発せられるのは，その後の願望表
現が空虚な思いだからである。この文には帰結節がないが，この条件節だけ
の表現は空虚な願望を表出する文形式であり，末尾にある感嘆詞はその条件
節が強い情動の表出であることを示す記号である。反省の結果，伐採や穴掘
りでそれと気づかずデリケートな田園風景の美を壊している自分たちのこと
が情けなくなって，「せめて何をしているのか分かっていればいいのに」と
詩人は嘆くのである。
伐採したり，穴を掘ったりすることは生きた自然を切り刻み（‘hack’），拷
問にかける（‘rack’）ことであり，自分のつややかな眼球（‘this sleek and seeing 
eyeball’）を針で突き刺すような自傷行為であり，またその結果，後に訪れる
人たちがそこにあった美を想像できなくなってしまうことである。これが自
分たちのしていることだと詩人は言う。実は残酷なこと，迷惑なことをして
いるのだという伐採の見方を伝えた後で，さらに伐採や穴掘りで「私たちが
知らずにしていること」をそこに見える風景への影響という観点で捉えて，
次のように述べる。
Ten or twelve, only ten or twelve
Strokes of  havoc unselve
The sweet especial scene,
Rural scene, a rural scene,
Sweet especial rural scene.
1 行目には，‘Ten or twelve, only ten or twelve’ という繰り返し表現がある。
この表現は ‘Ten or twelve’ という数詞が示す事実がそれを含む文における重
要な情報であることを教えてくれる。繰り返されるフレーズを繋ぐ ‘only’ の
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前には代償休止が置かれて，その語に特別な感情的強勢が置かれるため，「少
ない数」という観念が主に伝えたい情報であると分かる。異稿では 1―2 行
目を ‘So little will selve’，‘Trifles unselve’ としているものもあることからもそれ
は明白である14）。冒頭の 1行は文の主語 ‘Strokes’ の修飾句に当たるが，それ
と共に重要な情報を伝える表現として，目的語 ‘scene’ とその修飾語に当た
る語句，‘sweet especial rural scene’ がある。終わりの 3行においていずれの語
も組み合わせを変えて繰り返されている。それらの反復は「個性のないもの
にする」（‘unselve’）という動作の及ぶ対象が「魅力的で独特の田舎の風景」
だという情報が重要であることを教えている。このようにして，この最後の
一文は，主語と目的語，さらにはそれらを繋ぐ動詞 “unselve” －反復されて
はいないが，二つの強音節から成る見慣れない造語だという点で目立つ－の
いずれもが重要な情報を伝えようとしていることが理解できる。つまり，文
全体が内容的に重要なのである。その結果，伐採という些細な行為が美しい
特別な田園風景を破壊する行為となるというメッセージが作品において伝え
られる中心的なものだと気づかされるのである。この一文には既に述べたよ
うに，反省の思いが込められており，その思いが作品の終わりの部分で強調
されている。反省の思いは後悔，落胆，哀惜といった負の感情で彩られている。
リズムの観点から分析してみると，詩脚の数は 5，4，3，4，4 で，強音
節のみから成る単音節詩脚が 3 行目を除いた各行の頭と 2 行目の ‘only’ の
‘on-’，‘unselve’ の ‘selve’ にある。その結果，これらの詩行を読む時には，上
記の単音節詩脚と直前にある強音節との間に短い休止の間が生まれて，少な
い語数のフレーズをゆっくりと断続的に読むことになる。美しい田園風景を
壊してしまうことへの落胆と失われる風景への哀惜の念がそのフレーズで表
現されるのである。
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8　おわりに
4 月 9 日の葉書で言及された「ビンジーのポプラ」は「抒情的小品」（a 
little lyric）と呼ばれているので，ホプキンズがこの作品を「抒情詩」として
書いていることが分かる。では彼が「抒情詩」と考える作品はどのような性
質を持つのだろう。
抒情詩とは，元来ギリシア語の ‘Lyra’（七弦琴）に由来し，この楽器に合わ
せて歌われた詩を意味した。それは，主として作者の感動，感情，情緒を主
観的に表現した詩で，リズム・韻・詩句・節等の形式を有する。詩人の奥深
い心の状態が直接的に言語化しているということが，この概念の基点であり，
その強く深い感情がそれに相応しい言語形式を要請する15）。「ビンジーのポプ
ラ」を抒情詩と呼ぶのは，この作品が作者の感動，感情を主観的に表現した
形式で書かれているからであろう。作品には詩人の心の状態が直接的に言語
化しており，その強く深い個人的な感情が要請した形式の言語表現がある。
抒情詩の特質をさらにいくつか挙げると以下のようになる16）。すなわち，
抒情詩は，①長さは短く，いくつかの連や節に分かれることもある。②「抒
情的である」とは本質的にはどの詩もただ一つの思想，感情，状況を扱うこ
とを意味する。③抒情詩が感動の表現である以上，その最も煮詰まった形は，
言葉であるよりもむしろ興奮にかられた叫び声や泣き声，あるいは祈り声の
ようなものである。④響きとリズムにおいて比較的滑らかで美しく，個人的
な激しい喜び，嘆き，黙想によって生まれる洞察のおおおらかな，叫びのよ
うな表現に適した，あふれんばかりに繰り返される統語法を持つ傾向がある。
⑤強く感情を刺激された経験の束と見なされる人生は，地方生活の感動を一
人称の視点で，生き生きとしたイメージにして表現する傾向がある。
これまでの分析結果から振り返ってみると，以上の抒情詩の特徴がほぼ「ビ
ンジーのポプラ」にも当てはまるかことが分かる。まず，その詩は悲しみと
いう詩人自身の個人的感情を主観的に表現した形式で書かれている。長さは
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短く二つの部分に分けて構成されている。全体として，美的風景に影響を与
える樹木の伐採という一つの状況を扱っている。そこから，体験と反省から
生まれる感情の表現である叫び，ため息，願望表現などが聞こえてくる。リ
ズムは比較的滑らかな部分と唐突に変化する部分とがある。中心的な情報を
表す部分では強い悲しみがその特徴的なリズムで表現されている。激しい感
情を表す叙述部分ではその感情が纏いついた語が執拗に繰り返されている。
前半では田園の感動を一人称の視点で，生き生きとしたイメージにして表現
している。
では，最後に，この詩の表現に見られるホプキンズらしさとはどのような
ものであろうか。まず，詩人はスプラング・リズム（sprung rhythm）と呼ば
れる独特のリズムの工夫を効果的に使って感情を巧みに表現している17）。次
に，執拗な程多数の反復表現によって意味上重要な語句に気づくように工夫
している。また，意識の展開においては，個人的で特殊な体験への感情的反
応に留まらず，伐採を「私たち」の問題と捉えて反省へと向かう。この捉え
方はカトリックの聖職者であったホプキンズならではの方式であったと言え
るだろうこの他，頭韻の多用もホプキンズの作品においては著しく目立つ特
徴であり，この作品も例外ではない。24 行の詩の中に 16 組の頭韻がある。
頭韻が絶え間なく繰り返されるのもホプキンズらしい表現である。こうした
表現上の冒険は同時代の保守的な感性の持ち主には理解されなかったが，ホ
プキンズの詩的才能を示すものとして後の 20 世紀英国の詩人には高く評価
されることになる18）。 
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